Case Study

December 2006

RKB#E H %

FB JLHD L SR (230 TSD/HD T L F R E=SWFM700ME £4EFL .

TA - \3—2DBEAIEEYAER RIS EE

3] TIHILHD BUETIE, Y RT LEBH T Hi%HRELE
L<EERLGMo=Y . MBS € THRLEYY
B&EESDELLENMENCEDH D, BMAFIELND
ESEHREFTORSBDOMEEE. HHL EHRBEL
E.ZDMERSENELLHHBNZSTL.HD E
SDNREFROVENHD.

WFM700M B! %R AT AL T.HD ESDT A /34
—  OYANBBITESKSITHY., EERENER
ICBETES, - EEOHRBEESHLF VI TE
o

Na—av

Flm BIEPIRTLORERFIZHETDETAHED
BB LUV TN a—TAVIDBBRRIATA S H
TyREHRIIZEY, 4)—F V- H5— (R EEZE I N
BHI)ERHETHELLTES,

mEs N
TORIIBEEICR H-HRYA A

RKB #HME(X. £ET4 EH. AN TIXWDORRM
BERBELT 1951 TR/, TLE. S0 EWNS#E N
BERATATERELTHIEOER - XEE)—FT5
‘EZEN, TUT7OREFEOSVEFEEZ (T TS,
1996 FIZIL., fRRATDIFEMERERE Y —LLTKE
BEREXKIFTAHL— b‘«rF‘:b%ﬂaJl FIEREENTE
BlLi=, #h bt 8B, #hF 1 [, SIEREFEX. $92 5
5,400 A A—FILT, 2 ’.)O)TL/t RAOA(Z=a—
RRBVK A DDTVH - RACA R EE A T=RE

EICKYTORIL- D)% RARIZHHLE

IHDMEERTIL. SD E5&XEEFEITLTHD E55%(H
NDEALIRFE-TLND,

TIRIL HD EF (&, SD E R/ ICHATERHTFEA
W=, RW—TJ L TaE T 5L ESRENBE
LIzYUDaANKELRDHRE ., 7THAT TIEHYZ L
b STILDRET S, -, BYETr—IILEFER
LIEBEWE AVE—SF UV RADFESIZEDRENEES
BENHD, COLIBIEBLHIENKREGDE. TOF
WD) TERIEVIIMBEFIEND., B, BELR
HIZEN T, HEAFANORAZIETELEDEEZEN
HETDH, MERNDRBIEFNIFEEEICANER
BN LGRS, EHNGESREFIVITE
OH, PEBUETIE, FRTIHER. 7—TILEEN
ERIRICEIIRSE 0. HEREITODIESIENM
BEATADIMNIOVWT,. BRIFVITEILELH D,

HRE N
TOLNESHADRHE

RKB EHRBUE TIE, BSfAS ATLMS HD RiEDEA
ZRAR LTz, TR LD HEEN B F > TREEL=O.
#HALHF TR, FNICELOTEDLSLBEENREET S
DMNEWSEER BRI DM T,

ZCTETHEDBRALGEFHEMELI-ECSH, 70O
JESTIRBETEGVLSLGHENALN G- TE
t=o ESREANSLV =0, EEERT DL TIRIE

ETICEKETI2IL-9)T7M
HEETDHENSNSTILEE
SO LwHEALIZ#E-oTHELH
[2H2f=, ZFLTID&SHT
DBIL-0)IEFIET HIZIE.
TAIN3—2  OvADEHRIE
WETHEZENHMN>TES,

L9, EEREOHRICEY
FTATDRBE=SZFERALT 4
BY.TA-N\E—IFEAIT . .

EBOD. DYEMNEIET RKB B EBE # it
- _ BER B BT

ElEhor=, SIEE

wBE B

Tektron/ix



B #EEREEOESR B
T4 R3—2DBERAIR LDy S B AIRE

SEFEASN=-TYrO=S X WFM700M &!(%, HD &
SD AREL-BREBICEWT, ES0AEMESa TV
YRE. LRILAE, EB/XRDEREN -T2
EE1T51=-ITWEL SD/HD JILFEHBE=ZS4TH5,
REGHFRELT.HD KU SD 74— VDM AIZ
FIGLI=T7 A -\ 3—2BIFE, OB, T—RBIELGE.
TR ETH R TLDEE. RES LIURSFA
ETRHELINGTOHILENTEREEDHEZ TS,

RKB & HBE D h#kE

RKB EBBEHA R BuEE BERME BIHE
WEOHEE) EFHEICWFM700M 2D EFEARE
BEELI=ECA TT7A-8—2 D BHBIE T THL,
CvALEBAITELZ R RADRAULTLIZIEDZE,

TA NI —URTHAEEEFERT HE. RIE. L LYK
. A=\ a— MR EMNERN S LERVTEENE
ETE AERRICEY. 753—LHABITAD, DB
KRE—RTIE, DVRESEEAL. “Dvi vs Fifl”
[CLBDIRMRTEITICENTES, ChIZKYTOA
WD) I%ERCENTESDEIT T EEREFT
R HENTEDEIIT o =, A UbEHAIIZRY.
A=A H5—(REERENNDNF ) EFTVD
THELARETH Do

B SEORE B
TORNBRDIETE

— BRI, =T ORI HD RGEEATHIHEE. v
AT L A=A —FELTKET 55 —RAHZL\, Th
[ZDOWTHEHHFIEL. [RRELELEARERD DI
HD FRiEDIZE . MERNBELVRTLEREET S

[EBRRBEN—FILDBHYET I1EDTE, LHL., BEFH
DTIN—TTIE. TEESEENMEIDLOD . BEHEiET-
TEHAREBOEIRLEATEHILT. MFTESVR
TLERBELTVET . 3BAA. TOEHICIERFTD
BT, AREICEI BT ELNF>TLSIEN
AR CTT DT, RFEROWNEEIRIMEEFE A F=.
F—BEDERERIZEYENS, CNETITHKELE:
RES . REAGELABRAPMELTNET IENDTE,

BHOBFEIFIBEMEN. [7FAT AT LE
TORIWORATLNREYT HIRET, kb HE
BT7—TIDEIDRATHLGEDERERLON. &
THRIALFELIEDELVAAVMETULMV LV,

SHEOBEITOVNTIX. 724U HD EIZDULVTIE.
FTESERMSEBL, DLVTEIE, TRA—LER
LTEELT=, 2008 FEFETIZIX, Fl#EEFITE HD 1£%
EDBFETTIEDTE, BEHDKSIZ, BHEHE
BOBRE. BA. AVAM—ILETFRITONDIUD
—T7DEELFERICIGAOND., BLVREBE LML iR
ATEHRBREEVRITTUKIED RIS ETREERET
BHIEMTET-,

P EENIZRE ST WFM700M fth BS 1R #4238

Copyright Tektronix Tektronix & &UTYFO=S 1% Tektronix, Inc. DB IFFEIETT , KATL AN —RIZEHIN TV ZDM TR TOEEIL. BRHEDEZE (T B4EEIETT, 252203340




[image: image1.jpg]



[image: image9.png]Tektronix
/




[image: image10.png]Tektronix
/




[image: image11.jpg]



[image: image12.jpg]



[image: image13.jpg]



[image: image14.jpg]



[image: image15.jpg]





[image: image16.jpg]









[image: image3.jpg]





■　背景　■


デジタル放送に向けた取り組み

RKB毎日放送は、全国で4番目、九州では初の民間放送局として1951年に開局。テレビ、ラジオという強力な電波メディアを通して地域の情報・文化をリードする役割を担い、エリアの視聴者の高い評価を受けている。1996年には、福岡市の情報産業集積ゾーンとして大きな変貌を遂げる「シーサイドももち」に新放送会館が完成した。地上8階、地下1階、延床面積は、約2万5,400平方メートルで、2つのテレビ・スタジオにニュース・スタジオ、4つのラジオ・スタジオなどを備えた最先端の施設では、SD信号設備と平行してHD信号設備の導入も始まっている。







デジタルHD信号は、SD信号に比べて周波数帯域が広いため、長いケーブルで伝送すると信号振幅が減衰したりジッタが大きくなるなど、アナログではありえなかったトラブルが発生する。また、適切なケーブルを使用しないと、インピーダンスの不整合による反射が起きる場合がある。このような信号劣化が大きくなると、

デジタル・クリフまたはクリフ効果と呼ばれる、映像、音声が急激に乱れて、ある時点から突然受信できなくなる現象が発生する。放送局内の設備はそれほど頻繁に入れ替えられることはないため、定期的な信号品質チェックで済むが、中継放送では、使用する機器、ケーブルなどが毎回同じとは限らないため、機器間での信号転送が問題なく行えるかについて、毎回チェックする必要がある。






■　課題　■


デジタル信号特有の問題



RKB毎日放送では、監視システムからHD設備の導入を開始した。デジタル化の推進が始まって間もないため、社内だけでは、それによってどのような問題が発生するのかという経験自体が少なかった。

そこでまず外部の様々な事例を研究したところ、アナログ信号では想定できないような問題が明らかになってきた。信号振幅が小さいため、信号を長くすることで振幅低下によるデジタル・クリフが

発生するというトラブルも、信

号の広帯域化に伴って明らか

になった。そしてこのようなデ

ジタル・クリフを防止するには、

アイ・パターン、ジッタの計測も

必要であることがわかってきた。

当初、信号品質の観測にはア

ナログの波形モニタを使用して

おり、アイ・パターンは観測で

きたものの、ジッタが測定で

きなかった。


■　

機種選択とその理由　■

アイ・パターンの自動測定とジッタ観測機能



今回採用されたテクトロニクスWFM700M型は、HDとSDが混在した環境において、信号の有効性やコンテンツ品質、レベル調整、信号パスの確認といったモニタ作業を行うために必要なSD/HDマルチ波形モニタである。大きな特長として、HDおよびSDフォーマットの両方に対応したアイ・パターン測定、ジッタ、データ測定など、デジタル・ビデオ・システムの設計、設置および保守などで必要とされるデジタル解析機能も備えている。
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RKB

毎日放送株式会社 放送局　放送技術部 副部長 梅嵜（うめざき） 貴史様にWFM700M型の選定理由をお聞きしたところ、「アイ・パターンの自動測定だけでなく、ジッタも観測できる点が採用のポイントでした」とのこと。

アイ・パターン表示機能を使用すると、振幅、立上り時間、オーバシュートなどがヒストグラムを用いて自動測定でき、測定結果により、アラーム出力も行える。ジッタ表示モードでは、ジッタ信号を復調し、“ジッタ vs 時間”による波形表示を行うことができる。これによりデジタル・クリフを防ぐことができるだけでなく、信号品質まで確認することができるようになった。ガマット計測により、イリーガル・カラー（放送領域を外れるカラー）をチェックすることも可能である。


· 今後の展望　■　


デジタル設備の拡充 


一般的に、新たにデジタルHD設備を導入する場合、システム・メーカに一括して依頼するケースが多い。これについて梅嵜様は、「各局ともまだ導入経験の少ないHD設備の場合、放送局が自らシステムを構築するには様々なハードルがあります」とのこと。しかし、梅嵜様のグループでは、「自己責任が伴うものの、要件を満たす計測器を自ら選択し導入することで、納得できるシステムを構築しています。もちろん、そのためには最新の技術、規格等に関する知識を自らが持っていることが前提ですので、最新情報の収集は欠かせません。また、キー局との連絡を密にとりながら、これまでに発生した問題点、改善点なども日々研究しています」とのこと。

当社の技術セミナにも参加され、「アナログシステムとデジタルシステムが混在する環境で、中継に持ち出せるケーブルか否かの見分け方などの情報を得られ、とても役立ちました」との嬉しいコメントまでいただいた。

今後の展望については、「デジタルHD化については、まず信号監視から開始し、ついで送信、マスターと実現してきました。2008年までには、制作部門でもHD化を進める予定です」とのこと。梅嵜様のように、自ら計測器の検討、採用、インストールまで手掛けられるエンジニアの高度な要求に応えられる、高い品質と性能を備えた計測器を作り続けていくことの大切さと責任を感ずることができた。
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RKB毎日放送ソニー株式会社



コアコンポーネント事業グループ



 FeliCaビジネスセンター



関連技術部　互換性技術課



マイクロシステムズネットワーク



カンパニー



FeliCaビジネスセンター関連技術部　



技術サービス課技術グループ　



グループ・リーダー係長　



○○岡村　○○賢一 様



マイクロシステムズネットワークカンパニー



FeliCaビジネスセンター



関連技術部　技術サービス課



技術グループ　係長



岡村　賢一 様











RKB毎日放送　株式会社



放送局　放送技術部技術局　制作技術



副部長



梅嵜　貴史様







RKB毎日放送の中継車バスの画像















中継車内に設置されたWFM700M他監視機器バスの画像







RTSAによる測定の様子











�冗長な文章が気になります。



�この文書の出所は何処でしょうか（篠瀬）



�岡村さんの言葉だったように思います。（篠瀬



�意味の説明が必要では？



�時間方向のデータを持つスペアナであるとを再三いってましたので一部戻しました（篠瀬）



�何を実現するかがあいまいなので実現を削除（篠瀬）













